
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○学習指導の工夫・改善を行っ
た学びの質の向上

○『学び合い』の授業で学びが広がったや深まったと
感じる生徒の割合80％以上

○授業などでの振り返り活動が、自身の学びに対し
て効果的だと感じている生徒の割合80％以上、保護
者の割合70％以上

・校内研究で『学び合い』の考え方や実践等に
ついて研修し、授業改善を図る。
・単元シートを活用し、学習の見通しを持たせる
と同時に、振り返りを充実させることで、生徒自
身が自分の学びを客観的に把握し、主体的に
授業に取り組めるようにする。
・異なる教科担当でチームをつくり、相互授業参
観や研究授業を行tうことで、授業改善を図る。

A

・異教科チームにおける授業検討会や、相互授
業参観等により、多角的に授業を見たり、自分
の授業の改善点を見つけたりすることができた。
それぞれの先生方の授業力向上につながった。
・教科部会の時間を多くとることもでき、単元
シートや評価、アンケートや学習状況調査につ
いても分析することができた。
・第2回の生徒アンケートでは、授業を主体的に
受けていると考えている生徒が３０％増加した。

A

・「学びあい」学習方法が定着し、成果を上げ
ている。
・第2回の生徒アンケートでも30％増加の成果
あり、生徒の学力向上のため、今後も続けて
ほしいと思う。

●生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける
教育活動

○命を大切にする心や思いやりをもって生活をして
いると回答している生徒80％以上

・道徳の授業を中心に、「学び合い」を行い、生
徒同士の交流を大切にし、自己肯定感や自己
有用感を高める。
・道徳科の授業づくりの充実に向けて、ローテー
ション道徳を実施し、全職員で取り組む。 A

・年間を通して、道徳の授業を中心に、班活動や
「学び合い」を通して、お互いの意見や考えを交
流させ、自己肯定感や自己有用感を高めること
ができた。
・道徳科の授業づくりの充実に向けて、ローテー
ション道徳を実施し、学年ごとに全職員で取り組
むことができた。

A

・思いやりの心を持つことや命の大切さについ
て、短時間の講話などを取り入れることで、更
に意識を高め、昨年度以上に成果が出ている
と思われる。
・取り組み内容については、とても良いことで
ある。更なる充実のため、外部の方を招聘す
るなどの取組を行い、授業づくりに生かしてほ
しい。

●いじめの早期発見、早期対応
に向けた取組の充実

○いじめ防止について組織的対応ができていると回
答した教員100％

・月に１回、全校生徒に生活アンケートをとり、
生徒指導部会での情報共有を行う。
・いじめ、いのちの講話を年間で７回、全職員で
行う。
・長期休業前にSNS等でのトラブルへの対応に
ついて全校集会等で意識付けを行う。
・いじめの対応について、職員研修を行う。

B

・早期発見がなされており、先生と保護者が日ご
ろから連絡を取り、情報の共有ができていると思
う。朝の学年連絡会等、今後も継続させていく。
・生徒間トラブルの多くは、SNS上でのトラブル
等が関与しており、過去の関係を引きずってい
るなど、学校以外にもさまざまな要因がある。職
員の負担にならない様、場合によっては地域や
保護者と協力しながら解決していく必要がある。

A

・SNS対応は大変難しいと思われる。
・学校以外にも要因があるとのだが、キメ細か
い対応が望まれる。なぜなら、遅れて命に関
わる事になると大変な問題になるので、今後
とも積極的に取り組んでほしい。

●◎児童生徒が主体性を持ち、
その実現に向けて意欲的に取り
組もうとするための教育活動。

●◎「先生はあなたのよいところを認めてくれている
と思う」と回答した児童生徒80％以上

●◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした児童生徒75％以上

・学校行事や生徒会活動を通して、生徒の出
番・役割を保障し、自己肯定感を高める。また、
日ごろの授業で、前向きな声掛けを行う。

・キャリアパスポートを行事ごとに記入させ、見
通しを持たせる。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれている
と思う」と回答した児童生徒93％以上
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした児童生徒71％以上
数値は達成でいなかったが、全学年行事ごとに
キャリアパスポートを書かせることができた。
・たくさんの行事で実行委員を募り、「出番・役
割・承認」活動を仕組むことができた。

A

・Well-Beingへの取組が成果をあげてきてい
ると思います。今後とも全職員で取り組んで
ほしい。

○不登校対策の充実 ○不登校による欠席日数が30日以上の生徒の割合
５％以下

〇Ｑ-Ｕアンケートの学校生活満足の生徒の割合が2
回目が年度当初より上回る。

・毎週１回「北辰タイム」（短時間グループワーク
アプローチ）に取り組み、人間関係づくりの強化
を図る。
・教育相談部会での共通理解・情報共有と、関
係機関との積極的な連携を図る。
・Q-Uアンケートの分析と活用について職員研
修を実施し、生徒への具体的な支援に役立て
る。

B

・不登校による欠席が30日以上の生徒の割合
は約８％(2月末現在)で、全国平均を大きく上
回った。２，３年生になってから不登校になった
生徒や発達障害(疑いを含む)生徒が多く、状況
の改善が難しかった。
・１回目の実施後、要支援群の生徒への対応を
学年職員で検討した。このことにより、２回目の
アンケートではわずかにではあるが、満足してい
る生徒が増加した。

B

・入学時からの問題であるなら、小中連携を
もっと深め、今以上、生徒の情報収集や個別
の対策などを検討し、対応すべきだと思いま
す。

●健康・体つくり

❷「望ましい生活習慣の形成」

❹「安全に関する資質・能力の育
成」

②生徒会委員会活動と連携し、生活習慣の改善に
向けた意識の変容を図る取り組みを学期に1回以上
実施する。

❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

〇生活習慣に関するアンケートを実施し、よい
生活習慣への意識づけを図る。
〇三点固定チェック週間の実施により、現状を
把握し、各自が振り返る機会とする

〇交通安全教室の実施。校区内の危険個所や
危険行為を生徒会から提案し、意識づけを図る

A

・生活リズム（睡眠等）の大切さについて頭では
わかっていても、実践し続けることができない生
徒がいるのを前提として、メリットデメリットを
度々伝えることで、将来的に生活リズムを整えよ
うとする力を育成する必要がある。
・交通ルールへの意識が高まっていることもあ
り、今年度の後半は交通事故は０件だった。し
かし、マナーについては来年度の課題の一つで
ある。

A

・生徒が自転車通学の際、並進をして登下校
したい気持ちは分かる。しかし、法律の改正
等もあり、危険であるため、丁寧に指導をして
ほしい。
・ルールでも（自転車にも）一旦停止をしないと
いけない等、学校だけではなく家庭でも指導し
てもらうように声掛けが必要だと思う。

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守する。

●年間20日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年
次休暇の取得日数平均10日以上

・定時退勤日、部活動休養日を設定する。
・留守電（自動音声対応）への切り替えや、会議
のペーパーレス化、健康観察アプリの導入を行
う。
・時間割を工夫し、年休を取得しやすい環境を
作る。

A

・前期同様、毎週水曜日には、部活動を中止し、
職員が早く帰宅できるようにしている。
・職員1人当たりの年次休暇の取得日数平均10
日以上の目標に対し、７割は到達できた。 A

・先生方の働き方については改善されてきて
いると思う。
反面、子ども達との会話やサポートが少なく
なって来ているのではと危惧する。

○職員間の連携促進 ○組織的に業務に取り組んだり、ICTを利活用した
業務を推奨したりすることで、業務負担が軽減した、
と感じる職員の割合80％以上

・校務分掌の精選や、分掌事務の内容の見直
し、スリム化を図ることで、個人に負担がかから
ないような手立ての工夫をする。
・連絡掲示板を活用し、共通理解の時間の確保
を行う。

A

・来年度の教育課程の検討が進み、教員の事
務作業時間の確保や部活動の活動時間の精選
が計画に盛り込むことができた。
・連絡掲示板(Excel)は、軌道にのり、会議時間
の短縮につながったと考えている。

A

・教職員不足の中、連携がされていることは
取り組み方への意識が向上してきたからでは
ないかと思う。今後も、先生方のスムーズな
業務のために取り組んでほしい。

●特別支援教育の充実

○特別支援教育の充実 ○個別の支援計画等を活用して生徒の特性を理解
し、積極的に共通理解・共通実践を行った職員の割
合85％以上

・巡回相談などの専門的な視点を踏まえ、支援
を要する生徒の情報共有を組織的、継続的に
行う。
・学校生活支援員、特別支援学級支援員と連携
しながら、きめ細やかな支援を行う。
・家庭との連携を密にして、より充実した支援を
行う。

A

・研修を通して、生徒への対応や支援方法を知
り、適切な支援に努めていると回答した職員は
93%だった。
・生徒の希望を踏まえながら、適切な進路実現
に向けた取り組みができたと回答した職員は
94%だった。
・個別の支援計画等を活用して、生徒の特性を
理解し、共通実践に努めた職員は86%だった。
・今後も支援員と情報共有を密にしながら、きめ

A

・特別支援学級の生徒だけではなく、普通学
級の生徒にも「困り感」を持っている生徒もい
るので、生徒の状態を把握して、研修等を行
い、より良い支援をしてほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●特別支援教育の充実

○インクルーシブ教育の推進 ○インクルーシブ教育に関する研修を行い、アン
ケートで実践できていると答えた職員の割合80％以
上

・校内にて、講師を招き実践事例などをもとにし
た研修を実施する。 A

・支援学級の入学説明会や本校入学前の事前
面談等を行い、スムーズな入学準備を行うこと
ができた。 A

・生徒一人ひとりが、困り感なく学べる環境づ
くりに取り組んでいると思う。今後も、更に続
けてほしい。

○小中連携の推進 〇提示された学習課題に対して、自分の課題を設定
し、自分一人もしくは仲間と協力して解決できたとア
ンケートで答えた生徒70％以上。

〇校区内3校の合同研修で教育実践を改善する意
識が高まった職員の割合80％以上

・新入学説明会で中学校での学習スタイルを紹
介し、中学校の学習の動機付けを行う。
・小学校で北辰タイムを実施して、協力して問題
解決するためのコミュニケーション力をつけ方を
体験させる。
・校区内３校の合同研修で、小中の教員間での
情報交換を行う。

B

・両小学校へ訪問しての北辰タイムはスケ
ジュールの都合で実施することができなかった
が、新入学説明会のときに両小学校での北辰タ
イムを実施した。両小学校との情報交換はその
ときに引率した小学校教員と行った。

B

・校区内の学校が連携して、生徒一人ひとり
が安心して生活できるよう、連携を密にしてほ
しい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上について、学習内容の定着のため、500字によるまとめる時間をつくるなどに取り組んだが、更なる支援方法を検討する。
・健康・体力づくりについて、自転車通学の生徒に地域との連携などを行い、交通ルールや交通事故を回避する取り組みをすすめる。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進について、業務の効率化はすすんでいるが、更に定時退勤日を増やすため、教育課程の精選などを行い、一層の意識付けをすすめる。
・特別支援教育について、生徒の特性の理解に関する研修を継続的に行い、よりよい支援方法を構築する。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校教育目標や重点目標の達成に向け、各委員会・部会を中心に組織的な教育活動をすることができた。

・生徒同士の関わり合いを重視した教育活動、委員会形式による学校行事の運営等を通して、生徒の自己肯定感を高め、他者を思いやる豊かな人間関係づくりを推進することができた。

・北辰タイムなどのコミュニケーション能力を高める取り組みによって生徒同士の関わりを深めることができた。

２　学校教育目標 夢の実現に向け、主体性をもって学び続ける生徒の育成

３　本年度の重点目標

・将来を見通したキャリア形成を目指す教育活動

・校内研究を軸にした、主体的・対話的で深い学びを踏まえた学習指導の工夫・改善

・城北中学校区3校の連携

・自己肯定感を高め、他者を思いやる豊かな人間関係づくり

・不登校生徒の減少に向けた教育相談、生徒指導の充実

・特別支援教育の充実

・家庭・地域・関係諸機関との連携強化

学校名 佐賀市立城北中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

最終評価 学校関係者評価


